
け
よ
う
と
す
る
内
発
力
が
啄
木
の
う
ち
に
胎
勤
し
は
じ
め
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
「
葬
列
」
は
か
く
考
え
て
み
る
と
、
「
小
説
形
式
と
し
て
は

ヽ

，

　

　

　

　

　

③

ま
っ
た
く
ま
と
ま
り
の
な
い
浪
漫
的
懇
意
に
よ
る
も
の
」
（
傍
点
筆
者
）
と
し

て
退
け
ら
れ
な
い
作
品
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

注
①
　
木
村
毅
『
小
説
研
究
十
六
講
』
恒
文
社
版
一
八
一
貫

②
　
『
啄
木
そ
の
周
辺
』
熊
谷
印
刷
出
版
部
一
〇
八
頁
～
一
〇
九
頁

『
那
珂
通
世
遺
書
』
　
五
四
頁
～
五
九
頁

③
　
小
田
切
秀
雄
「
解
説
」
　
（
『
石
川
啄
木
全
集
』
筑
摩
書
房
　
四
四
五
頁

付
記
　
小
橋
申
、
上
田
寅
次
郎
氏
に
つ
い
て
は
、
ご
長
男
に
あ
た
る
上
田
重
彦
氏

（
作
家
石
上
玄
一
郎
）
か
ら
貴
重
な
お
話
と
写
真
の
提
供
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
特
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
う
え
だ
ひ
ろ
し
　
本
学
助
教
授
）

芥
川
龍
之
介
と
戯
曲

－
　
「
青
年
と
死
と
」
を
中
心
に
－
－
－

大
正
三
、
四
年
頃
、
芥
川
龍
之
介
は
戯
曲
の
執
筆
を
さ
か
ん
に
試
み
て
い

た
。
だ
が
、
現
在
私
ど
も
の
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど

断
片
、
未
定
稿
の
類
で
あ
り
、
完
成
し
た
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
は
、

「
青
年
と
死
と
」
た
だ
一
作
の
み
で
あ
っ
た
。

①

「
青
年
と
死
と
」
は
、
大
正
三
年
九
月
、
第
三
次
『
新
思
潮
』
一
巻
八
号

に
柳
川
隆
之
介
の
筆
名
で
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、

同
号
巻
末
の
「
S
p
r
＄
d
i
n
g
 
t
h
O
 
N
e
w
s
L
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

□
柳
川
は
今
夏
を
太
平
洋
岸
な
る
千
葉
の
一
角
に
過
し
た
た
め
白
面
捌

か
の
黒
き
を
加
へ
た
。
彼
の
戯
曲
弘
法
大
師
御
利
生
記
は
編
輯
当
番
の

鶴
首
し
た
処
で
あ
っ
た
が
遂
に
来
な
か
っ
た
瞭
罵
。
シ
ソ
グ
も
同
様
に

お
ヂ
ヤ
シ
。
先
（
生
　
－
補
足
筆
者
）
シ
ン
グ
を
張
っ
て
船
頭
の
娘
に
で

も
恋
し
て
無
中
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
中
略
）

芥
川
龍
之
介
と
戯
曲

森

　

崎

　

　

光

　

子

口
〆
切
間
際
に
来
た
柳
川
の
青
年
と
死
と
は
頗
る
光
っ
た
も
の
で
あ
る

島
村
先
生
の
赤
と
黄
の
黄
昏
な
ど
で
気
持
の
悪
く
な
っ
た
人
達
に
は
い

い
清
涼
剤
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
（
傍
点
原
文
の
ま
ま
）

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
龍
之
介
は
戯
曲
「
弘
法
大
師
御
利
生
記
」
と
「
シ

②

ン
グ
紹
介
」
（
第
三
次
『
新
思
潮
』
1
巻
1
号
、
大
3
・
8
・
1
）
の
続
編
の
執
筆

を
前
も
っ
て
同
人
に
約
束
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
と
ま
ら
な
か
っ

た
た
め
に
、
そ
の
替
り
と
し
て
「
青
年
と
死
と
」
を
書
き
あ
げ
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
「
弘
法
大
師
御
利
生
記
」
と
「
シ
ソ
グ
紹
介
」
続
編
は
、
共
に

蔦
巻
義
敏
編
『
芥
川
龍
之
介
未
定
稿
集
』
（
岩
波
書
店
、
昭
4
3
・
2
・
1
3
）
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
「
シ
ソ
グ
紹
介
」
は
冒
頭
の
短
い
断
片
が
残
っ
て
い
る
だ

け
だ
が
、
「
弘
法
大
師
御
利
生
記
」
の
方
は
、
話
の
大
方
が
分
か
る
程
度
ま

で
書
き
進
め
ら
れ
て
い
る
。
貧
し
い
一
家
が
旅
僧
に
一
夜
の
宿
を
貸
し
た
所
、

そ
の
功
徳
で
盲
い
た
老
父
の
目
が
直
り
、
初
め
は
喜
ん
だ
も
の
の
、
や
が

て
以
前
の
自
足
感
は
不
平
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

明
ら
か
に
シ
ソ
グ
の
戯
曲
「
聖
者
の
泉
」
（
、
へ
↓
h
①
W
箪
－
O
f
 
t
h
O
S
a
i
n
t
s
㍉

一
三



③

〇
g
の
）
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
龍
之
介
は
原
作
を
捨
象
化
し

て
三
幕
を
一
幕
に
約
め
、
喜
劇
的
趣
向
も
用
い
ず
、
民
話
的
な
霊
験
講
に
改

め
た
が
、
プ
ロ
ッ
ト
上
は
ほ
と
ん
ど
相
違
が
な
い
。
翻
案
の
域
を
越
え
た
作

品
と
は
云
い
難
く
、
あ
る
い
は
こ
の
点
が
不
満
で
龍
之
介
は
筆
を
折
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

当
時
の
龍
之
介
は
、
「
田
宮
と
共
に
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
文
学
研
究
会
の
一
員

④

と
し
て
シ
ソ
グ
研
究
に
没
頭
」
し
て
い
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
こ
の
よ

う
な
形
と
な
っ
て
表
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
龍
之
介
の
関
心
は
シ
ソ

グ
一
人
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
同
じ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
イ
ェ
ー
ツ
や
グ
レ

ゴ
リ
ー
夫
人
に
対
し
て
も
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
書
簡
や
『
新

思
潮
』
の
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
龍
之
介
以
外
の
同
人

に
も
あ
て
は
ま
り
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
特
集
号
を

⑤

出
す
計
画
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
、
同
人
達
は
彼
ら
の
作
品
の
翻
訳
を
度
々
誌
上

に
発
表
し
た
。
十
九
世
紀
末
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
盛
り
上
が
っ
た
文
芸
復

興
運
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
彼
ら
の
作
品
に
注
目
が
集
ま
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
文
芸
運
動
に
お
い
て
演

劇
運
動
の
果
た
し
た
役
割
は
そ
の
当
初
か
ら
多
大
で
あ
っ
た
。
上
記
の
三
人

も
、
共
に
ダ
ブ
リ
ン
の
ア
ベ
イ
劇
場
を
拠
点
と
し
て
国
民
劇
運
動
を
推
進
し

た
劇
作
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
明
治
末
年
以
来
、
新
劇
に
対
す
る

関
心
は
極
め
て
高
く
、
森
鴎
外
ら
に
よ
っ
て
西
欧
の
戯
曲
が
盛
ん
に
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
如
上
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
へ
の
注
目
も
ま
た
、
か
か
る
動
向

と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
日
本
の
新
劇
運
動
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
明
治

一
四

四
十
年
前
後
か
ら
興
っ
た
新
劇
運
動
は
、
坪
内
進
遙
、
島
村
抱
月
ら
の
文
芸

協
会
と
、
二
世
市
川
左
団
次
、
小
山
内
薫
ら
の
自
由
劇
場
と
を
中
心
に
し
て

始
ま
っ
た
。
文
芸
協
会
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
諸
作
や
イ
プ
セ
ン
の
「
人
形

の
家
」
等
を
上
漬
し
、
一
方
、
自
由
劇
場
は
第
一
回
試
演
に
同
じ
く
イ
プ
セ

ン
の
「
ジ
ョ
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
」
を
と
り
あ
げ
、
青
年
達
に

強
い
感
銘
を
与
え
た
。
ひ
き
続
き
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
、
チ

ェ
ー
ホ
フ
等
の
近
代
劇
が
次
々
と
翻
訳
上
漬
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
動
き
に
刺
激
さ
れ
、
劇
作
を
試
み
る
文
学
者
が
輩
出
す
る
。
例
え
ば

真
山
青
果
、
中
村
吉
蔵
ら
は
小
説
か
ら
劇
作
に
転
じ
、
秋
田
雨
雀
、
長
田
秀

雄
、
吉
井
男
ら
が
新
進
の
劇
作
家
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。

こ
の
よ
う
な
新
劇
熱
の
高
揚
は
、
大
正
期
に
入
っ
て
も
変
わ
ら
ず
、
演
劇

界
で
は
大
正
二
年
に
文
芸
協
会
が
分
裂
解
散
、
翌
三
年
に
は
自
由
劇
場
の
活

動
も
停
止
し
た
が
、
新
た
に
多
く
の
新
劇
団
体
が
組
織
さ
れ
る
。
ま
た
、
戯

曲
の
方
で
も
新
し
い
作
家
の
登
場
が
促
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
澤
田
国
士
は
特

に
大
正
三
年
と
い
う
年
に
着
目
し
、
「
大
正
三
年
、
即
ち
一
九
一
四
年
、
前

大
戦
勃
発
の
年
こ
そ
は
、
わ
が
戯
曲
界
が
、
様
々
な
影
響
と
、
刺
激
と
、
内

部
的
条
件
の
成
熟
と
に
よ
っ
て
、
将
に
大
き
く
花
閲
か
う
と
す
る
前
夜
で
あ

⑥
っ
た
」
と
述
べ
る
。
武
者
小
路
実
篤
は
、
前
年
以
来
従
来
の
戯
曲
形
式
に
囚

わ
れ
な
い
戯
曲
を
次
々
発
表
し
て
、
そ
の
新
鮮
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
久
保
田

万
太
郎
は
こ
の
年
慶
応
を
卒
業
す
る
が
、
「
凶
」
を
『
中
央
公
論
』
臨
時
増

刊
新
脚
本
号
に
発
表
す
る
な
ど
新
進
作
家
と
し
て
の
地
位
を
固
め
る
。
さ
ら

に
、
第
三
次
『
新
思
潮
』
の
同
人
、
山
本
有
三
、
菊
池
寛
、
久
米
正
雄
の
登

場
も
こ
の
年
で
あ
っ
た
。

菊
池
寛
は
、
こ
の
前
後
の
こ
と
を
の
ち
に
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

我
々
の
若
い
時
代
の
感
激
は
戯
曲
で
あ
っ
た
。
近
代
劇
運
動
と
云
ふ

華
や
か
な
言
葉
が
、
如
何
に
わ
れ
〈
の
心
を
躍
ら
せ
た
こ
と
だ
ら
う
。

劇
作
に
対
し
て
、
わ
れ
〈
は
至
純
な
清
浄
な
心
持
を
懐
い
た
。
大

正
四
五
年
の
交
、
わ
れ
〈
は
、
現
在
小
説
を
書
い
て
居
る
、
五
倍
も

⑦

十
倍
も
の
感
激
と
熱
心
さ
と
で
、
戯
曲
を
か
い
た
。

第
三
次
『
新
思
潮
』
時
代
の
菊
池
寛
は
、
処
女
戯
曲
「
鉄
拳
制
裁
（
会
話
）
」

（
2
号
、
大
3
・
3
・
1
）
以
下
四
篤
を
発
表
し
た
が
、
未
だ
認
め
ら
れ
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
山
本
有
三
は
劇
評
が
多
く
、
戯
曲
は
「
女
親
」
（
3
号
、
大

3
・
4
・
1
）
一
篇
の
み
で
あ
る
。
久
米
正
雄
が
こ
の
中
で
は
最
も
早
く
認
め

ら
れ
、
処
女
作
「
牛
乳
屋
の
兄
弟
」
（
2
号
）
は
九
月
新
時
代
劇
協
会
に
よ
っ

て
上
演
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
冒
頭
に
述
べ
た
こ
の
当
時
の
龍
之
介
の
戯
曲
へ
の
執
着
も
、
如

上
の
よ
う
な
背
景
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
。
龍
之
介
も
ま
た
、
早
く
か
ら
様

々
な
戯
曲
を
読
み
、
し
ば
し
ば
劇
場
に
足
を
運
び
、
つ
い
に
は
実
作
を
試
み

る
ほ
ど
に
新
劇
に
熱
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

と
こ
ろ
で
、
同
じ
第
三
次
『
新
思
潮
』
同
人
と
は
い
え
、
山
本
、
菊
池
、

久
米
の
戯
曲
と
、
龍
之
介
の
そ
れ
と
で
は
異
な
る
傾
向
を
有
し
て
い
た
。
彼

ら
の
作
品
は
所
謂
社
会
劇
に
属
し
て
い
る
が
、
龍
之
介
の
場
合
は
「
青
年
と

死
と
」
以
下
断
片
に
至
る
ま
で
気
分
劇
と
よ
ば
れ
る
作
風
を
示
し
て
い
る
。

芥
川
龍
之
介
と
戯
曲

社
会
劇
は
イ
プ
セ
ン
等
の
影
響
を
受
け
、
社
会
問
題
を
直
裁
に
取
り
上
げ
だ

が
、
他
方
、
気
分
劇
は
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
等
の
影
響
の
も
と
に
象
徴
的
作
風

で
情
調
を
重
視
し
た
。
吉
井
勇
、
木
下
杢
太
郎
等
が
そ
の
代
表
作
家
で
あ
っ

た
。
龍
之
介
も
イ
プ
セ
ン
や
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
等
の
戯
曲
に
親
し
ん
で
は
い

た
が
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
気
分
劇
の
方
が
龍
之
介
の
資
質
に
適
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

既
述
の
よ
う
に
「
弘
法
大
師
御
利
生
記
」
は
シ
ソ
グ
の
影
響
下
に
書
か
れ

だ
が
、
「
青
年
と
死
と
」
も
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
小
堀
桂
一
郎

氏
は
、
こ
の
作
品
を
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
戯
曲
「
痴
人
と
死
と
」
の
模
倣

で
あ
り
、
原
作
に
お
け
る
「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
の
、
死
に
よ
る
生
へ
の
め
ざ
め

を
、
A
、
B
二
人
の
青
年
に
分
け
て
極
め
て
発
け
づ
り
に
、
と
い
う
よ
り
は

甚
だ
粗
雑
に
、
夢
幻
劇
め
い
た
所
作
に
し
く
ん
だ
」
　
「
拙
作
」
で
あ
る
と
述

⑧

べ
た
。
そ
の
後
、
吉
田
俊
彦
氏
は
ア
ル
ツ
ィ
バ
ー
シ
ェ
フ
の
短
篇
小
説
「
死
」

を
と
り
あ
げ
、
「
A
B
二
人
の
対
照
的
な
人
物
設
定
」
と
「
終
末
部
の
心
象

⑨

風
景
の
形
象
」
に
そ
の
影
響
が
あ
る
と
す
る
。

こ
こ
に
言
及
さ
れ
た
二
作
品
は
、
い
ず
れ
も
森
鴎
外
に
よ
っ
て
翻
訳
紹
介

さ
れ
た
。
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
「
痴
人
と
死
と
」
は
、
明
治
四
十
一
年
十

二
月
『
歌
舞
伎
』
百
一
号
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
に
『
一
幕
物
』
（
易
風
社
、
明

4
2
・
6
・
1
0
）
に
収
録
さ
れ
た
。
龍
之
介
は
同
書
所
収
の
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
「
僧

房
夢
」
の
上
演
を
見
に
行
っ
て
失
望
し
た
と
書
簡
（
山
本
喜
誉
司
宛
、
大
1
・
1
2

・
6
）
で
述
べ
、
ま
た
『
続
一
幕
物
』
（
易
風
社
、
明
4
3
・
1
・
的
）
に
書
簡
（
浅

野
三
千
三
宛
、
大
2
・
8
・
馨
で
触
れ
て
も
お
り
、
恐
ら
く
読
ん
で
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ざ
ら
に
、
こ
の
戯
曲
は
明
治
四
十
四
年
四
月
の
新
時
代
劇
協

一
五



会
第
三
回
公
演
で
、
翌
四
十
五
年
五
月
に
も
土
曜
劇
場
第
三
回
公
演
で
上
演

⑲

さ
れ
て
い
る
。
見
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
が
、
新
劇
の
公
演
に
よ
く
通
っ
て

い
た
龍
之
介
の
こ
と
故
、
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

ア
ル
ツ
ィ
バ
ー
シ
ェ
フ
　
「
死
」
　
の
初
出
は
、
明
治
四
十
三
年
九
月
の
『
学

生
文
芸
』
一
巻
二
号
で
あ
り
、
の
ち
『
諸
国
物
語
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
大

4
・
1
・
1
5
）
に
収
め
ら
れ
た
。
同
書
が
龍
之
介
に
深
い
影
響
を
与
え
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
「
青
年
と
死
と
」
執
筆
時
に
は
未
だ
刊
行
さ
れ

て
お
ら
ず
、
影
響
が
あ
る
と
す
れ
ば
初
出
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
般

的
に
考
え
る
な
ら
、
龍
之
介
の
目
に
触
れ
た
可
能
性
と
し
て
は
ホ
フ
マ
ン
ス

タ
ー
ル
の
方
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
戯
曲
で
あ
る
点
、
題
名
の
極

め
て
似
通
っ
て
い
る
点
等
一
見
し
て
目
に
つ
く
特
徴
か
ら
も
、
「
青
年
と
死

と
」
と
の
深
い
係
わ
り
は
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
氏
の
言
う
ア
ル
ツ

ィ
バ
ー
シ
ェ
フ
　
「
死
」
と
の
類
似
点
の
み
で
は
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
と
の

繁
り
を
否
定
す
る
こ
と
ば
で
き
ま
い
。

さ
て
、
「
青
年
と
死
と
」
　
と
龍
之
介
の
未
定
稿
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
（
『
芥
川

龍
之
介
未
定
稿
集
』
所
収
）
と
の
関
連
は
既
に
吉
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
、

私
見
に
よ
れ
ば
、
「
痴
人
と
死
と
」
の
影
響
は
ま
ず
「
金
瓶
梅
」
に
あ
ら
わ

れ
、
そ
の
後
「
青
年
と
死
と
」
が
書
か
れ
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
三
篇
の
戯
曲
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
死
」
の
形
象
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
「
死
」
が
擬
人
化
さ
れ
た
姿
で
主
人
公
の
前
に
立
ち
現
れ
て
く
る
の

で
あ
り
、
こ
の
「
死
」
と
主
人
公
と
の
対
話
に
よ
っ
て
、
ド
ラ
マ
は
成
立
す

る
。
「
金
瓶
梅
」
で
は
主
人
公
の
前
に
「
死
」
が
登
場
す
る
所
で
中
絶
し
て

い
る
が
、
同
様
の
構
想
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
主
人
公
に
対
し

一
六

て
「
死
」
　
の
果
た
す
役
割
も
、
「
痴
人
と
死
と
」
「
青
年
と
死
と
」
は
酷
似
し

て
い
る
。「

痴
人
と
死
と
」
は
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
十
九
歳
の
作
品
で
あ
っ
た
。

H
・
プ
ロ
ッ
ポ
は
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
戯
曲
に
つ
い
て
、
そ
の
初
期
か
ら

円
熟
期
の
「
イ
ェ
ー
ダ
ー
マ
ン
」
に
至
る
ま
で
「
さ
な
が
ら
死
の
形
姿
中
に

宗
教
そ
の
も
の
が
具
現
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
い
つ
も
そ
の
形
姿
は
中

⑪

心
的
な
意
味
を
与
え
る
場
所
を
占
め
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
「
痴
人
と
死

と
」
　
の
主
人
公
ク
ラ
ウ
ヂ
オ
は
、
「
身
の
周
囲
の
物
事
を
傍
観
し
て
」
、
「
唖

や
聾
の
や
う
な
心
で
」
　
「
色
も
香
も
な
い
生
活
」
を
送
っ
て
き
た
。
そ
の
タ

ラ
ウ
ヂ
オ
の
耳
に
優
し
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
が
聞
こ
え
て
来
る
が
、
急
に

途
絶
え
、
続
い
て
「
死
」
が
気
味
悪
い
姿
で
現
れ
る
。
恐
れ
お
の
の
く
ク
ラ

ウ
ヂ
オ
は
、
「
己
は
ま
だ
生
き
る
と
い
ふ
や
う
に
生
き
て
み
た
事
が
な
い
」

か
ら
、
ま
だ
死
に
た
く
は
な
い
と
訴
え
る
。
し
か
し
、
自
ら
「
霊
魂
の
大
御

神
」
と
称
す
る
「
死
」
は
そ
れ
に
取
り
あ
わ
ず
、
ク
ラ
ウ
ヂ
オ
の
「
う
つ
ろ

な
心
」
故
に
「
本
当
の
生
活
」
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
ク
ラ
ウ
ヂ
オ

に
係
わ
る
死
者
た
ち
を
呼
び
出
し
て
教
え
た
。
亡
き
母
親
、
恋
人
、
友
人
の

話
を
聞
い
た
ク
ラ
ウ
ヂ
オ
は
痛
恨
に
苛
ま
れ
た
あ
げ
く
、
「
今
ま
で
の
己
は

生
と
は
い
っ
て
も
真
の
生
で
は
な
か
つ
た
か
ら
、
己
は
今
か
ら
己
の
死
を
己

の
生
に
し
て
見
よ
う
」
、
「
こ
の
盤
死
ん
で
し
ま
う
て
も
、
今
我
胸
に
充
ち
た

も
の
は
、
今
ま
で
の
色
も
香
も
な
い
生
活
に
は
遙
に
優
っ
て
ゐ
る
に
違
ひ
な

い
。
己
は
己
の
存
在
を
死
ん
で
初
め
て
知
る
の
で
あ
ら
う
」
と
い
っ
て
、
息

絶
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
の
「
痴
人
と
死
と
」
に
対
し
て
、
龍
之
介
の
「
金
瓶

梅
」
は
、
西
門
慶
を
主
人
公
と
し
、
播
金
運
を
聞
き
役
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。

夜
更
け
に
は
「
死
」
が
街
の
中
を
歩
く
と
い
う
話
を
思
い
出
し
て
怖
が
る
藩

金
運
に
向
か
っ
て
、
西
門
慶
は
「
死
」
に
対
す
る
自
ら
の
思
弁
を
語
る
。
そ

こ
に
笛
の
音
が
近
づ
き
唐
突
に
途
切
れ
る
や
、
「
死
」
が
登
場
す
る
。
こ
の

あ
た
り
は
「
痴
人
と
死
と
」
そ
の
ま
ま
の
模
倣
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
痴
人
と
死
と
」
に
依
拠
す
る
と
は
い
え
、
「
金
瓶
梅
」
に
は

異
な
る
所
も
多
く
存
在
す
る
。
ク
ラ
ヴ
ヂ
オ
は
「
死
」
に
遭
っ
て
初
め
て
死

の
恐
怖
に
お
の
の
い
た
の
だ
が
、
龍
之
介
の
西
門
慶
は
、
「
死
」
に
で
あ
う

前
か
ら
既
に
「
死
」
　
の
「
怖
は
さ
を
知
っ
て
ゐ
る
」
人
間
で
あ
る
。

は
ん
だ
う
に
「
死
」
　
の
怖
は
さ
を
知
っ
て
ゐ
る
人
間
は
数
へ
る
程
し
か

な
い
も
の
だ
。
…
…
己
は
「
死
」
の
怖
は
さ
を
知
っ
て
ゐ
る
。
…
…
「
死
」

の
怖
は
さ
を
知
っ
て
ゐ
る
者
は
「
死
」
を
遮
れ
よ
う
と
す
る
。
す
べ
て

の
宗
教
と
道
徳
と
は
こ
の
「
死
」
を
通
れ
よ
う
と
す
る
手
段
に
外
な
ら

な
い
。
少
く
と
も
「
死
」
　
の
怖
は
さ
を
遅
れ
よ
う
と
す
る
手
段
に
外
な

ら
な
い
。
…
…
併
し
己
は
さ
う
云
ふ
物
を
求
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

己
の
選
ん
だ
手
段
は
「
死
」
を
「
生
」
と
す
る
道
だ
。
己
は
「
死
」
に

よ
っ
て
「
生
」
を
め
ざ
め
さ
せ
た
。
右
の
耳
に
「
死
」
　
の
声
を
き
ゝ
な

が
ら
、
左
の
耳
に
「
生
」
　
の
歌
を
き
い
て
ゐ
た
。
・
…
‥
「
生
」
と
云
ふ

の
は
肉
体
の
快
楽
だ
。
…
…
己
は
暗
澹
と
し
た
「
生
」
の
中
に
も
清
明

な
光
を
見
る
事
が
出
来
る
。
其
光
が
肉
体
の
快
楽
だ
。

西
門
慶
は
「
死
」
　
の
怖
ざ
を
の
が
れ
る
手
段
と
し
て
「
死
」
を
「
生
」
と

す
る
道
を
採
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
ク
ラ
ウ
ヂ
オ
の
「
己
の
死
を
己

の
生
に
し
て
見
よ
う
」
と
同
じ
表
現
な
が
ら
、
そ
の
内
実
は
全
く
異
な
っ
て

芥
川
龍
之
介
と
戯
曲

い
る
。
ク
ラ
ウ
ヂ
オ
の
場
合
に
は
、
「
死
」
と
遭
っ
た
あ
と
の
最
後
の
到
達

点
で
あ
り
、
彼
は
死
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
生
に
め
ざ
め
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
西
門
慶
は
「
死
」
に
遭
う
以
前
に
「
死
」
を
「
生
」
と
す
る
道
を
挟

ん
で
い
る
。
い
わ
ば
、
西
門
慶
は
死
の
恐
怖
を
肉
体
の
快
楽
へ
の
刺
激
剤
と

し
、
快
楽
に
お
い
て
生
き
て
い
る
実
感
を
味
わ
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
死
」
と
出
会
う
以
前
に
は
生
の
実
感
の
欠
如
を
嘆
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
ク

ラ
ウ
ヂ
オ
と
は
、
正
反
対
の
態
度
と
い
え
よ
う
。
け
だ
し
、
龍
之
介
は
「
痴

人
と
死
と
」
を
明
ら
か
に
意
識
し
っ
つ
、
ク
ラ
ヴ
ヂ
オ
と
は
対
照
的
な
人
物

を
こ
こ
で
描
こ
う
と
し
だ
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
西
門
慶
に
お
け
る
生
の
実
感
は
肉
体
の
快
楽
の
み
に
限
定

さ
れ
て
い
る
が
、
タ
ラ
ウ
ヂ
オ
の
場
合
に
は
「
死
」
が
母
親
、
恋
人
、
友
人

を
呼
び
出
す
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
限
定
は
な
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
龍
之
介
が
「
金
瓶
梅
」
と
い
う
素
材
を
選
ん
だ
こ
と
自
体
、
肉

体
の
快
楽
に
焦
点
を
あ
て
る
意
図
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら

く
こ
れ
は
龍
之
介
自
身
の
問
題
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
「
金
瓶
梅
」
執

筆
を
思
い
た
つ
に
あ
た
っ
て
は
、
何
か
他
の
作
品
の
刺
激
も
存
在
し
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。三

「
青
年
と
死
と
」
　
発
表
の
一
号
前
の
第
三
次
『
新
思
潮
』
一
巻
七
号
（
大

3
・
8
・
1
）
に
、
久
米
正
雄
　
「
芸
術
座
の
研
究
劇
　
－
　
ハ
イ
ア
シ
ン
ス
・

ホ
ー
ル
ヴ
エ
イ
に
就
い
て
」
、
山
本
雄
三
「
『
復
讐
』
と
S
室
」
、
秦
豊
吉
「
芸

一
七



術
の
『
死
人
の
踊
』
を
観
る
」
と
い
う
、
三
篇
の
劇
評
が
載
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
皆
、
大
正
三
年
七
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
福
沢
邸
内
小
劇
場
で
上
演

さ
れ
た
芸
術
座
第
一
回
研
究
劇
の
三
演
目
を
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
ハ
イ

ア
シ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
ヴ
ユ
イ
」
と
は
、
上
記
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
グ
レ
ゴ
リ
ー

夫
人
の
喜
劇
で
あ
り
、
「
復
讐
」
は
島
村
抱
月
の
作
、
「
死
人
の
踊
」
は
ヴ

干
チ
キ
ン
ト
の
作
品
で
あ
っ
た
。
劇
評
を
書
い
た
三
人
は
連
れ
だ
っ
て
行
っ

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
そ
の
一
行
に
龍
之
介
も
加
わ
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
確
証
は
な
い
も
の
の
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
夫
人
の
戯
曲
が
龍
之
介
の

興
味
を
引
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
実
は
、
こ
の
作
品
に
関
し
て

は
、
先
に
菊
池
寛
が
「
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
・
ハ
ル
ヴ
ユ
イ
誤
訳
早
見
表
」
を
『
新

思
潮
』
一
巻
五
号
（
大
3
・
6
・
1
）
に
発
表
し
て
お
り
、
同
人
達
の
注
目
の

的
と
な
っ
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
の
時
の
演
目
で
龍
之
介
の
「
金
瓶
梅
」
執
筆
に
与
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
は
、
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
の
「
死
人
の
踊
」
で
あ
る
。
一
九
〇
五

年
に
書
か
れ
た
こ
の
作
品
は
、
「
死
の
舞
踏
」
　
と
も
訳
さ
れ
る
が
、
後
に

「
死
と
悪
魔
」
と
改
題
さ
れ
た
。
「
死
の
舞
踏
」
と
い
え
ば
、
ペ
ス
ト
が
猫

額
を
極
め
「
死
を
思
え
」
と
説
か
れ
た
中
世
に
お
け
る
死
の
芸
術
で
あ
り
、

様
々
に
変
遷
し
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
骸
骨
あ
る
い
は
、
、
、
イ
ラ
の
よ
う
な
姿

の
「
死
」
が
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
生
者
を
冥
界
に
連
れ
去
っ
て
ゆ
く
と
い
う

⑫

内
容
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
「
死
の
舞
踏
」
と
題
し
て
は
い
て
も
ヴ
ェ
デ
キ

ン
ト
で
は
寓
意
的
で
あ
り
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
如
き
死
の
形
象
は
見
ら

れ
な
い
。

⑱

「
死
の
舞
踏
」
は
、
「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
第
二
幕
に
も
登
場
し
た
カ
ス
テ

一
入

ィ
・
ピ
ア
ニ
侯
爵
を
主
人
公
と
す
る
。
侯
爵
の
営
む
婚
家
に
、
も
と
自
家
の

女
中
を
し
て
い
た
女
を
救
う
べ
く
、
「
万
国
婦
人
売
買
反
対
同
盟
」
の
会
員

エ
ル
フ
リ
ー
デ
が
訪
れ
、
二
人
は
議
論
を
戦
わ
す
。
侯
爵
は
彼
女
に
「
苦
難

に
満
ち
た
地
上
の
生
活
の
暗
闇
を
貫
く
た
だ
一
す
ぢ
の
神
聖
な
光
」
は
「
官

能
の
享
楽
」
に
他
な
ら
ぬ
、
と
自
ら
の
信
念
を
接
種
し
、
彼
女
は
侯
爵
に
魅

せ
ら
れ
て
い
く
。
だ
が
、
エ
ル
フ
リ
ー
デ
の
探
し
て
い
た
娼
婦
の
、
「
五
体

を
苛
む
肉
欲
」
は
歓
楽
に
よ
っ
て
も
「
静
め
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
飢
ゑ
か
つ

ゑ
た
浅
間
し
い
姿
で
、
自
ら
死
を
求
め
て
谷
底
に
落
ち
て
行
」
く
と
い
う
告

白
を
聞
い
た
侯
爵
は
、
信
念
の
崩
壊
に
直
面
し
、
絶
望
の
あ
ま
り
ピ
ス
ト
ル

自
殺
を
遂
げ
る
。

苦
し
み
に
満
ち
た
生
、
そ
し
て
そ
の
中
で
快
楽
に
唯
一
意
義
を
見
出
す
点
、

侯
爵
と
西
門
慶
の
快
楽
至
上
主
義
は
一
致
す
る
。
し
か
も
、
侯
爵
の
快
楽
至

上
主
義
は
娼
婦
の
言
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
、
西
門
慶
の
場
合
も
「
死
」
に
よ
っ

て
否
定
さ
れ
る
筈
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
異
な
る
の
は
快
楽
と
死
と
の
関
係
で

あ
る
。
こ
の
娼
婦
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
快
楽
の
追
求
は
最
終

的
に
自
己
破
壊
を
招
く
ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
侯
爵

は
そ
れ
と
気
付
か
ぬ
ま
ま
に
他
者
を
死
に
追
い
や
り
自
ら
も
死
の
世
界
に
足

を
踏
み
入
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
侯
爵
に
は
死
に
救
い
を
求
め
る
以

外
の
道
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
他
方
、
西
門
慶
に
あ
っ
て
は
、
「
死
」

に
出
会
う
前
か
ら
既
に
「
死
」
を
意
識
し
っ
つ
快
楽
を
追
求
し
て
い
る
。
か

か
る
相
違
の
生
ず
る
所
以
は
、
恐
ら
く
龍
之
介
の
書
こ
う
と
し
た
の
が
、
快

楽
至
上
主
義
の
単
な
る
否
定
で
は
な
く
揚
粟
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
そ
れ
は
「
金
瓶
梅
」
で
は
実
現
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
次
の
「
青
年
と
死
と
」

に
持
ち
こ
さ
れ
た
。

第
三
次
『
新
思
潮
』
の
同
人
も
、
「
青
年
と
死
と
」
の
テ
ー
マ
を
右
の
よ

う
に
理
解
し
た
ら
し
い
。
冒
頭
に
引
属
し
た
編
集
後
記
「
S
p
r
＄
d
i
n
の
t
h
O

N
e
w
s
L
は
島
村
抱
月
の
戯
曲
「
赤
と
黄
の
黄
昏
」
（
正
し
く
は
「
赤
と
黄
の
夕

暮
」
、
『
中
央
公
論
』
2
9
年
8
号
臨
時
増
刊
新
脚
本
号
、
大
3
・
7
・
1
5
）
と
比
較
し

て
、
「
い
ゝ
清
涼
剤
」
と
述
べ
る
。
抱
月
の
作
品
は
う
ら
若
い
尼
と
僧
と
が

仏
道
を
捨
て
恋
を
択
ぶ
と
い
う
内
容
で
、
一
見
し
て
背
後
に
抱
月
と
松
井
須

磨
子
の
恋
愛
事
件
が
在
る
と
分
か
る
。
編
集
子
が
「
気
特
の
悪
く
な
っ
た
」

と
善
く
の
も
、
こ
の
醜
聞
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

四

と
は
い
え
、
「
青
年
と
死
と
」
で
は
快
楽
の
問
題
と
共
に
、
死
の
問
題
も

大
き
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
戯
曲
が
、
『
今
昔
物
語
』
巻
四
、
「
龍
樹
俗

時
作
隠
形
薬
語
第
廿
四
」
を
素
材
と
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
龍
之
介
が
こ
の
話
を
採
用
し
た
の
は
、
右
の
二
つ
の
問
題
を
提
示
す
る

と
い
う
条
件
を
満
た
し
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
素
材
を
用
い
つ
つ
、
し

か
も
展
開
は
「
痴
人
と
死
と
」
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
、
「
青
年
と
死
と
」

は
書
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
「
青
年
と
死
と
」
に
は
、
「
死
」
に
対
し
て
対
照
的
な
態
度
を
示

す
青
年
A
、
B
の
二
人
が
登
場
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
小
堀
氏
は
前
掲
論

文
で
「
痴
人
と
死
と
」
の
ク
ラ
ウ
ヂ
オ
を
二
人
に
分
け
た
と
見
、
一
方
の
吉

田
氏
は
ア
ル
ツ
ィ
バ
ー
シ
ェ
フ
「
死
」
の
ゴ
ロ
ロ
ボ
フ
を
A
と
、
ソ
ロ
ド
フ

芥
川
龍
之
介
と
戯
曲

ニ
エ
フ
を
B
と
し
、
さ
ら
に
「
金
瓶
梅
」
の
西
門
慶
も
B
の
前
身
で
あ
る
と

する。A
と
B
は
、
以
前
は
生
や
死
を
ま
じ
め
に
考
え
て
い
た
が
、
「
欺
岡
を
破

る
為
に
」
後
宮
の
女
運
の
所
に
通
い
だ
し
て
か
ら
、
B
は
「
一
度
も
死
な
ん

ぞ
と
云
ふ
事
を
考
へ
た
事
は
な
い
」
。
一
方
の
A
は
「
考
へ
る
事
な
ら
此
頃

の
方
が
」
よ
く
考
え
て
い
る
と
い
い
、
「
死
を
予
想
し
な
い
快
楽
位
無
意
味

な
も
の
は
な
い
」
と
、
B
を
批
判
す
る
。
か
か
る
死
と
快
楽
に
対
す
る
A
の

考
え
方
は
、
西
門
慶
の
そ
れ
を
容
易
に
想
い
起
こ
さ
せ
よ
う
。
し
か
も
、
上

述
の
如
く
西
門
慶
は
ク
ラ
ウ
ヂ
オ
を
意
識
し
っ
つ
対
照
的
に
造
型
さ
れ
だ
と

思
わ
れ
、
と
す
れ
ば
、
B
の
原
型
を
ク
ラ
ウ
ヂ
オ
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
少
な
く
と
も
、
「
死
」
に
対
す
る
態
度
に
お
い
て
両
者
は
明
ら
か
に

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
場
面
は
後
宮
に
移
る
。
男
達
の
訪
れ
を
待
ち
な
が
ら
二
人
の
女

が
、
快
楽
の
結
果
と
し
て
の
出
産
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
合
う
。
快
楽
の

み
を
求
め
る
女
と
、
母
親
に
な
り
た
い
と
い
う
女
と
の
対
照
は
、
A
と
B
の

対
照
と
相
似
を
成
し
て
い
る
が
、
同
時
に
快
楽
を
通
し
て
誕
生
に
関
わ
る
女

性
と
、
快
楽
を
通
し
て
死
に
関
わ
る
男
性
と
い
う
対
照
を
看
取
す
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。
そ
こ
へ
A
、
B
が
現
わ
れ
、
女
運
と
の
歓
楽
が
暗
示
さ
れ
る
が
、

実
は
、
既
に
冒
頭
で
二
人
を
捕
え
る
計
画
が
仕
組
ま
れ
て
お
り
、
危
機
に
瀕

し
て
後
宮
か
ら
逃
げ
だ
し
た
二
人
は
、
「
死
」
に
で
く
わ
し
て
し
ま
う
。
以

上
が
作
品
の
前
半
部
分
に
当
た
る
の
だ
が
、
「
金
瓶
梅
」
に
比
べ
る
と
構
成

も
複
雑
に
な
り
、
戯
曲
ら
し
い
体
裁
を
備
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
換
言
す
る
な
ら
、
青
年
A
、
B
と
「
死
」

一
九



と
が
出
会
う
た
め
の
合
理
的
な
状
況
設
定
を
行
っ
た
に
等
し
い
。
「
痴
人
と

死
と
」
に
は
こ
う
い
う
理
由
付
け
は
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
死
」
は
ク
ラ
ヴ

ヂ
オ
に
理
不
尽
に
襲
い
か
か
り
、
情
容
赦
も
な
く
生
命
を
奮
っ
て
い
く
。
し

か
し
、
「
死
」
　
の
登
場
が
合
理
的
で
あ
れ
ば
、
理
不
尽
で
恐
る
べ
き
「
死
」

と
い
う
印
象
は
弱
ま
る
。
も
と
よ
り
、
「
死
」
を
忘
れ
て
い
た
B
に
と
っ
て

は
「
死
」
の
出
現
は
恐
慌
に
価
す
る
が
、
「
死
」
を
意
識
す
る
A
に
対
し
て

は
そ
れ
ほ
ど
の
衝
輩
を
与
え
得
べ
く
も
な
い
。

後
半
、
二
人
の
青
年
は
「
黒
い
覆
面
を
し
た
男
」
に
出
会
っ
た
。
「
己
は

死
だ
」
と
い
う
男
に
、
A
、
B
は
正
反
対
の
反
応
を
示
す
。
死
を
忘
れ
て
い

た
B
は
「
も
う
少
し
生
を
味
は
ぜ
て
く
れ
」
と
命
乞
い
を
す
る
が
、
「
死
」

は
取
り
あ
わ
ず
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

お
前
は
す
べ
て
の
欺
岡
を
破
ら
う
と
し
て
快
楽
を
求
め
な
が
ら
、
お
前

の
求
め
た
快
楽
異
物
が
矢
張
欺
岡
に
す
ぎ
な
い
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。

お
前
が
己
を
忘
れ
た
時
、
お
前
の
霊
魂
は
餓
え
て
ゐ
た
。
餓
え
た
霊
魂

は
常
に
己
を
求
め
る
。
お
前
は
己
を
避
け
や
う
と
し
て
反
て
己
を
招
い

た
の
だ
。

「
死
」
が
B
に
語
る
快
楽
と
死
と
の
関
係
は
、
上
述
の
「
死
の
舞
踏
」
で

カ
ス
テ
ィ
・
ピ
ア
ニ
侯
爵
が
娼
婦
の
こ
と
ば
か
ら
悟
っ
た
内
容
を
、
逆
に

「
死
」
の
立
場
か
ら
述
べ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
ク
ラ
ヴ
ヂ

オ
の
最
期
と
も
侯
爵
の
最
期
と
も
異
な
り
、
B
は
徒
に
「
死
」
に
生
命
を
奪

わ
れ
て
死
ぬ
。

反
対
に
、
「
己
は
お
前
を
待
っ
て
ゐ
た
」
と
い
う
A
に
対
し
て
は
、
「
死
」

は
生
命
を
断
と
う
と
は
し
な
い
。
む
し
ろ
、
「
今
こ
そ
お
前
の
顔
が
見
ら
れ

二
〇

る
だ
ら
う
」
と
の
A
の
こ
と
ば
に
応
じ
て
、
「
よ
く
己
の
顔
を
見
る
が
い
い
」

と
示
唆
を
与
え
る
。
し
か
も
、
「
死
」
は
そ
れ
を
三
度
も
繰
り
返
す
の
で
あ

る
。
A
は
、
ま
ず
「
お
前
の
顔
が
そ
ん
な
に
美
し
い
と
は
恩
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
A
の
想
像
し
て
い
た
「
死
」
は
通
常

の
イ
メ
ー
ジ
通
り
気
味
の
悪
い
恐
ろ
し
い
顔
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

つ
ま
り
、
A
は
西
門
慶
の
如
く
恐
怖
と
共
に
「
死
」
を
想
念
し
て
い
だ
と
思

わ
れ
、
＋
死
」
　
の
顔
が
思
い
の
ほ
か
美
し
い
こ
と
を
知
っ
た
A
は
、
か
え
っ

て
「
死
」
に
死
を
要
求
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
「
死
」
　
の
声
は
「
第
三

の
声
」
に
変
わ
る
。

莫
迦
な
事
を
云
ふ
な
。
よ
く
己
の
顔
を
見
ろ
。
お
前
の
命
を
た
す
け
た

の
は
お
前
が
己
を
忘
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
己
は
す
べ
て
の
お

前
の
行
為
を
是
認
し
て
は
ゐ
な
い
。
よ
く
己
の
顔
を
見
ろ
。
お
前
の
誤

り
が
わ
か
っ
た
か
。
是
か
ら
も
生
き
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
お
前
の
努
力

次
第
だ
。

A
の
見
た
顔
は
、
今
度
は
「
だ
ん
〈
若
く
な
っ
て
ゆ
く
」
の
で
あ
り
、

こ
れ
も
ま
た
通
常
の
「
死
」
　
の
イ
メ
ー
ジ
の
逆
転
に
他
な
ら
な
い
。
「
己
は

す
べ
て
を
亡
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
を
生
む
も
の
だ
」
と
云
う
如
く
、

「
死
」
＝
「
生
」
が
、
「
死
」
　
の
顔
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
A
の
「
誤
り
」
と
は
通
常
の
死
の
イ
メ
ー
ジ
を
以
て
「
死
」
を
考
え
、

「
死
」
、
す
な
わ
ち
「
生
」
　
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
点
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
「
第
三
の
声
」
と
改
め
ら
れ
た
の
は
、
「
死
」
が
「
生
」
に
変

わ
っ
た
こ
と
を
表
し
、
最
後
に
こ
の
「
第
三
の
声
」
は
「
夜
明
だ
。
己
と
一

緒
に
大
き
な
世
界
へ
来
る
が
い
ゝ
」
と
、
黎
明
の
中
に
A
を
い
ざ
な
っ
て
ゆ

O

こ
の
よ
う
に
、
A
に
お
け
る
「
死
」
は
、
人
間
の
あ
や
ま
ち
を
正
し
、
真

の
「
生
」
の
あ
り
よ
う
を
示
唆
す
る
告
知
者
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
痴
人

と
死
と
」
に
お
い
て
「
死
」
　
の
果
た
し
た
役
割
の
一
面
を
発
展
さ
せ
、
特
に

「
死
」
＝
「
生
」
を
強
調
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
B
に
対
し
て
は
も
う
一

方
の
本
来
の
「
死
」
と
し
て
の
側
面
が
示
さ
れ
る
。
「
痴
人
と
死
と
」
で
は

こ
の
両
面
は
ク
ラ
ウ
ヂ
オ
一
人
に
向
け
ら
れ
、
従
っ
て
タ
ラ
ウ
ヂ
オ
は
「
己

の
存
在
を
死
ん
で
初
め
て
知
る
」
と
い
う
最
期
を
迎
え
た
。
と
ま
れ
、
「
青

年
と
死
と
」
に
お
け
る
最
大
の
改
変
は
こ
の
結
末
部
分
で
あ
り
、
龍
之
介
の

不
満
が
ク
ラ
ウ
ヂ
オ
の
最
期
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
龍
之
介
は
、
お

そ
ら
く
真
の
「
生
」
に
め
ざ
め
た
主
人
公
を
そ
の
ま
ま
生
き
延
び
さ
せ
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
意
図
が
先
行
し
す
ぎ
た
の
か
、
特
に
後
半

部
分
で
観
念
的
傾
向
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら

ない。ざ
ら
に
、
「
死
」
が
A
に
対
し
て
は
「
生
」
と
「
死
」
の
み
を
問
題
と
し
、

快
楽
に
つ
い
て
は
不
問
に
付
し
て
い
る
こ
と
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
「
金
瓶
梅
」
　
の
中
絶
も
、
西
門
慶
の
「
死
」
を
意
識
し
た
享
楽

生
活
を
「
死
」
が
ど
う
裁
く
が
と
い
う
点
で
行
き
詰
ま
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ

れ
は
こ
の
作
品
で
も
打
開
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
B
の
「
歎

岡
の
快
楽
」
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
お
茶
を
濁
し
た
に
と
ど
ま
っ
だ
と
い
え

る。

そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
「
青
年
と
死
と
」
　
の
標
題
の
下
に
は
「
（
戯
曲
習
作
）
」

と
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、
龍
之
介
自
身
に
と
っ
て
も
未
だ
意
に
満
た
な
い

芥
川
龍
之
介
と
戯
曲

作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
作
品
が
「
痴
人
と

死
と
」
の
影
響
か
ら
脱
し
得
て
は
い
な
い
に
し
て
も
、
龍
之
介
の
消
化
へ
の

努
力
は
そ
れ
な
り
に
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
欺
岡
の
快
楽
」
　
の

否
定
や
、
「
死
」
が
「
生
」
に
変
貌
し
て
主
人
公
を
黎
明
の
な
か
に
導
く
と

い
っ
た
結
末
に
は
、
当
時
の
龍
之
介
の
い
か
に
も
青
年
ら
し
い
理
想
主
義
的

な
側
面
が
看
取
さ
れ
て
興
味
深
い
。

龍
之
介
の
戯
曲
執
筆
の
試
み
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
続
く
が
、
や
が
て
放

棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
同
時
期
に
は
処
女
小
説
「
老
年
」
（
第
三
次
『
新
思
潮
』

1
巻
4
号
、
大
3
・
「
1
）
も
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
「
青
年
と
死
と
」
と
比

べ
れ
ば
、
明
ら
か
に
「
老
年
」
　
の
方
が
完
成
度
は
高
い
。
た
ぶ
ん
龍
之
介
は

戯
曲
の
方
法
を
体
得
し
切
れ
ぬ
ま
ま
、
執
筆
の
意
欲
を
失
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
、
翌
大
正
四
年
に
は
　
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
（
『
帝
国
文
学
』

2
1
巻
4
号
、
大
4
・
4
・
1
）
や
　
「
羅
生
門
」
（
『
帝
国
文
学
』
2
1
巻
Ⅱ
号
、
大
4
・

Ⅱ
・
1
）
を
発
表
す
る
な
ど
、
龍
之
介
の
関
心
は
よ
う
や
く
小
説
に
集
中
し

て
い
く
の
で
あ
る
。

注
①
　
こ
の
作
品
の
題
名
は
か
つ
て
は
「
青
年
と
死
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

初
出
の
目
次
を
典
拠
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
最
新
の
全
集
（
岩
波
書
店
、

昭
5
2
・
1
・
1
3
～
5
3
・
1
・
2
4
）
で
は
本
文
の
標
題
通
り
「
青
年
と
死
と
」
と

改
め
ら
れ
て
い
る
。

②
　
こ
の
文
章
は
、
理
由
は
不
明
だ
が
、
最
初
の
全
集
（
岩
波
書
店
、
昭
2
・
Ⅱ

～
4
・
2
）
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
未
収
録
の

ま
ま
で
あ
る
。

二
一



③
　
こ
の
戯
曲
は
、
日
本
で
は
坪
内
遁
遙
の
翻
案
で
「
霊
験
」
と
題
し
て
、
大
正

三
年
九
月
二
十
六
日
よ
り
五
日
間
、
束
儀
鉄
笛
ら
の
無
名
会
に
よ
っ
て
帝
国
劇

場
で
上
演
さ
れ
た
。
（
田
中
栄
三
『
明
治
大
正
新
劇
史
資
料
』
、
演
劇
出
版
社
、

昭
3
9
・
1
2
・
1
）

④
　
「
同
人
消
息
」
　
（
第
三
次
『
新
思
潮
』
1
巻
3
号
、
大
3
・
4
・
1
）

⑤
　
『
新
思
潮
』
一
巻
三
号
（
同
右
）
　
の
「
編
輯
室
よ
り
」
は
、
「
田
宮
柳
川
の

肝
熊
に
て
、
愈
々
愛
蘭
文
学
号
を
来
々
月
（
六
月
号
）
に
発
行
致
す
ぺ
く
目
下

準
備
中
に
有
之
侯
」
　
と
述
べ
て
い
た
が
、
一
巻
五
号
　
（
大
3
・
6
・
1
）
　
の

「
消
息
」
に
よ
る
と
、
「
山
宮
厳
父
死
去
の
た
め
、
本
月
の
愛
蘭
文
学
号
の
準

備
が
と
う
〈
整
は
な
く
つ
て
、
延
期
と
決
し
て
了
っ
た
」
。
以
後
、
「
愛
蘭
文

学
号
」
に
関
す
る
記
事
は
見
当
ら
な
い
。

⑥
　
岸
田
国
士
　
「
二
つ
の
戯
曲
時
代
」
　
（
『
近
代
戯
曲
選
』
1
巻
、
東
方
書
房
、

昭
2
3
・
1
）
、
初
出
未
見
、
の
ち
『
岸
田
国
土
全
集
』
8
巻
（
新
潮
社
、
昭
5
0

・
7
・
1
5
）
　
に
収
録
。

⑦
　
菊
池
寛
「
久
米
の
戯
曲
集
に
序
す
」
　
（
『
人
間
』
　
3
巻
6
月
号
、
大
1
0
・
6

二
二

・1）

⑧
　
小
堀
桂
一
郎
「
芥
川
龍
之
介
の
出
発
－
『
羅
生
門
』
悉
考
～
」
　
（
『
批
評
』
1
3

号
、
昭
4
3
・
9
）
、
初
出
末
只
　
の
ち
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
芥
川
龍
之

介
I
』
　
（
有
精
堂
、
昭
4
5
・
1
0
・
2
0
）
に
収
録
。

⑨
　
吉
田
俊
妾
「
『
青
年
と
死
』
論
覚
え
書
－
　
二
つ
の
愛
と
ア
ル
チ
パ
シ
ェ
フ

『
死
』
の
影
響
I
L
　
（
『
同
大
国
文
論
考
』
9
号
、
昭
5
6
・
3
・
1
）

⑳
　
注
3
の
文
献
に
拠
る
。

⑪
　
ヘ
ル
マ
ン
＼
フ
ロ
ヅ
ホ
著
、
菊
盛
英
夫
訳
『
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
と
そ
の
時

代
－
二
十
世
紀
文
学
の
運
命
－
』
　
（
筑
摩
書
房
、
昭
4
6
・
5
・
葱

⑫
　
木
間
瀬
満
三
『
死
の
舞
踏
1
－
西
欧
に
お
け
る
死
の
表
現
』
　
（
中
央
公
論
社
、

昭
4
9
・
5
・
撃
、
小
堀
桂
一
郎
「
死
の
形
象
」
　
（
『
講
座
比
較
文
学
1
　
西
洋

文
学
の
諸
相
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
4
9
・
4
・
2
5
）
所
収
。

⑮
　
引
盾
は
、
『
世
界
戯
曲
全
集
1
6
　
ウ
エ
デ
キ
ン
ト
、
シ
ユ
テ
ル
ハ
イ
ム
集
』

（
世
界
戯
曲
全
集
刊
行
会
、
昭
5
・
4
・
0
0
）
　
所
収
の
久
保
栄
訳
　
「
死
と
悪

魔
」
に
拠
っ
た
。

（
も
り
さ
き
・
み
つ
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）

小
　
　
原

亨

『
仁
勢
物
語
』
の
位
相

『
仁
勢
物
語
』
（
寛
水
十
五
年
頃
刊
）
は
も
じ
り
の
文
芸
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
そ
の
方
法
が
問
題
視
さ
れ
、
文
芸
史
上
の
意

①

義
も
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
嘩
唆
康
隆
氏
は
、
「
進
行
す
る
歴
史
に
と

り
残
さ
れ
た
階
層
の
、
そ
れ
で
も
お
と
ず
れ
た
平
和
を
嬉
戯
し
ま
う
と
す
る

態
度
の
所
産
」
と
評
価
し
、
そ
の
「
笑
い
に
は
、
前
向
き
の
姿
勢
が
感
じ
と

れ
な
い
」
と
さ
れ
た
。
辞
書
的
な
意
味
で
「
も
じ
り
」
と
は
、
「
著
名
な
詩

②

文
・
歌
謡
な
ど
の
調
子
や
文
句
を
ま
ね
て
滑
稽
化
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
た

し
か
に
、
『
仁
勢
物
語
』
は
原
典
『
伊
勢
物
語
』
の
語
調
や
文
体
を
忠
実
に

も
じ
り
、
そ
の
滑
稽
性
は
卑
俗
に
題
材
を
求
め
、
猥
雑
な
発
想
や
安
易
な
方

③
　
　
　
　
　
　
④

法
の
も
じ
り
が
多
い
。
し
か
し
、
野
間
光
辰
氏
や
長
谷
川
強
氏
が
評
価
し
た

よ
う
に
、
そ
こ
に
当
代
の
価
値
規
準
を
照
射
し
た
文
芸
的
発
想
を
導
入
し
た

意
義
は
大
き
く
、
次
代
に
発
展
す
る
文
芸
秩
序
の
萌
芽
は
積
極
的
に
評
価
ざ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

『
仁
勢
物
語
』
の
位
相

原
典
が
も
じ
ら
れ
滑
稽
化
さ
れ
る
と
、
価
値
観
の
転
換
に
伴
う
落
差
が
生

じ
、
そ
こ
に
笑
い
が
発
生
す
る
。
す
な
わ
ち
『
仁
勢
物
語
』
に
あ
っ
て
は
、

原
典
『
伊
勢
物
語
』
が
も
つ
「
雅
」
の
価
値
観
が
、
近
世
的
「
俗
」
の
価
値

観
に
転
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
冒
頭
よ
り
始
ま
る
。
初
段
で
は
、

「
む
か
し
、
男
」
は
「
を
か
し
、
男
」
と
な
り
、
「
な
ま
め
い
た
る
女
は
ら

か
ら
」
　
は
　
「
生
臭
ぎ
魚
、
腹
赤
」
　
と
な
り
、
「
い
ち
は
や
ぎ
み
や
び
」
は

「
い
ら
ち
た
る
飲
み
や
う
」
と
い
う
よ
う
に
忠
実
に
も
じ
ら
れ
て
い
く
。
原

典
の
和
歌
も
す
べ
て
狂
歌
化
さ
れ
る
。
『
伊
勢
物
語
』
の
「
春
日
野
の
若
紫

の
摺
り
衣
乱
れ
そ
め
に
し
わ
れ
な
ら
な
く
に
」
は
、
「
春
日
野
の
魚
に
脱
ぎ

し
借
り
書
物
酒
飲
み
た
れ
は
寒
さ
知
ら
れ
ず
」
と
な
る
。
「
若
紫
」
が
「
魚

に
脱
ぎ
L
L
、
「
乱
れ
そ
め
に
L
L
が
「
酒
飲
み
た
れ
ば
」
と
、
古
典
的
情
感

を
内
包
し
た
雅
語
は
排
斥
ざ
れ
、
卑
近
な
食
物
に
発
想
を
得
た
俗
語
に
変
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
だ
け
で
は
な
く
他
の
詞
章
も
詳
細
に
も
じ
ら
れ
、
徹

底
的
に
卑
俗
な
物
語
に
転
換
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
食
物
に
素
材
を
得

て
、
そ
れ
に
も
じ
る
発
想
は
『
仁
勢
物
語
』
中
で
高
い
割
合
を
示
す
が
、
そ

の
中
に
も
「
奈
良
酒
」
（
初
段
）
、
「
岡
崎
茶
・
宇
津
の
十
団
子
」
（
九
段
）
、
「
天

二
三


